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【目的】我々が 1995 年と 2005 年に採血や穿刺などの侵襲的処置（以下、処置と略す）時
の家族参加の実態調査を行った結果、多数の施設で家族が参加をしていない現状が明らか
になった。その後、プレパレ―ションなど子どもを主体とした看護が着々と定着している
ことより、2005 年から 10 年後の小児が入院する施設での侵襲的処置時の家族参加の実態
を明らかしていきたいと考えた。 
【方法】郵送による自記式質問紙調査。全国の小児専門病院及び小児入院管理料の届け出
をしている 300 床以上の病院を調査対象とし、小児専門病院は幼児が入院している病棟と
外来の看護管理者、それ以外の病院は小児病棟(成人との混合病棟を含む )と小児科外来の
看護管理者に回答を求めた。分析は記述統計とし、SPSSVer.22 を用いた。自由記述は質的
帰納分析を行った。  
【倫理的配慮】本学の倫理委員会の承認を得て実施した。対象者へは研究目的・方法、結
果発表、質問紙は無記名で個人が特定されないこと、自由意思による参加である旨を文書
で説明し、郵送による提出をもって同意とみなす旨を文書で説明をした。  
【結果】病棟分 717 通、小児科外来分 646 通を発送し、病棟 349 通（回収率 48.6%）、外来
198 通（回収率 30.7%）の返送があり、すべてを分析対象にした。  
1.侵襲的処置への家族参加に関する方針について  
「積極的に勧めている」は病棟 36 名（10.3%）、外来 22 名（11.1%）、「希望があれば許可す
る」が病棟 162 名（46.4%）、外来 108 名（54.5%）、「許可しない」は病棟 117 名（33.5%）、
外来 52 名（26.3%）であった。  
2.採血及び点滴の血管確保時の家族参加の現状について  
「参加している」は、病棟 36 名（10.3%）、外来 34 名（17.2%）、「参加していない」は病棟
150 名（43%）、外来 67 名（33.8%）、「状況によって異なる」は病棟 163 名（46.3%）外来 97
名（49%）であった。参加しているという理由 (複数回答)で最も多かったものは、「患児の
情緒的安定」であり、病棟 28 名（77.8%）、外来 29 名（85.3%）あった。一方、参加をして
いない理由は、「家族の動揺」が病棟、外来ともに最も多く、約 8 割であった。状況による
場合も含めて参加することを決める人（複数回答）は、いずれの場合も看護師が最も多く、
病棟、外来ともに約 8 割であった。  
3.腰椎穿刺・骨髄穿刺の家族参加の現状について  
「参加している」は病棟 4 名（1.2%）、外来 3 名（1.5%）、「参加していない」は病棟 299
名（85.7%）、外来 116 名（58.6%）、「状況によって異なる」は病棟 29 名（8.3%）、外来 20
名（10.1%）であった。 
4.侵襲的処置時の家族参加の現状について  
「現状でよい」は病棟 172 名（49.3%）、外来 122 名（61.6%）、「よくないが仕方がない」は
病棟 64 名（18.3%）、外来 27 名（13.6%）、「よくないので変えたい」は病棟 50 名（14.3%）、
外来 21 名（10.6%）であった。  
【考察】採血や点滴時に家族が参加している割合は約 1 割と少ないが、2005 年の調査の
3.7%から比べると少し増加してきている。希望があれば許可するが約 5 割であることから、
処置時の家族参加の選択が小児看護として浸透していることが推察された。しかし、自由
記述には様々な課題や問題点が示されため、今後もデータの分析をすすめていく。 
学会発表状況：日本小児看護学会第 26 回学術集会（平成 28 年 7 月）で発表予定である。 
